
はじめに
高等教育研究開発センター生涯学習部門の前身となる産

学・地域共創センター生涯学習部門は、令和 2 年度文部科学

省「就職・転職のための大学リカレント教育推進事業」に申請・

採択を得て、令和 3 年度に「世界自然遺産の好機を生かし、

奄美の「環境文化」を付加価値化する先駆的な人材育成」

を実施した。当事業は、新型コロナウィルス感染症の影響下

において打ち出された国の補正予算に基づく事業である。同

時に、本学としても、新型コロナウィルス対策の一環として、

オンライン講義の浸透が進まなければ実現に至らなかった事

業である。これら二つの意味において、この教育プログラム

の開発・実施は、新型コロナウィルス感染症拡大の影響下の

産物ということが言える。

外部予算を使って立ち上げた「就職・転職のための大学リ

カレント教育推進事業」は、令和 4 年度以降は、本学の経

営戦略経費（学長裁量経費）の予算を用いて、改良を重ねな

がら継続・実施している。現在は、第 3 期が進行中であり、

名称を「奄美〈環境文化〉教育プログラム」（以下、奄美教育

プログラムという）に変更し、その下に複数のプログラム（コー

ス）を設置している。

本報告は、現行の奄美教育プログラムの基盤をつくること

になった初年度の取り組みを中心に振り返り、プログラムの立

ち上げの経緯と内容、成果を記録することを目的とする。プ

ログラムの基盤づくりにおいては、文部科学省が設定した事

業のスキームに規定されながらも、プログラムの対象地域（奄

美群島）の自立的発展に必要な社会人の学びとは何かを探求

してきた。その結果、「職に就く（就職）」や「職を転じる（転職）」

に留まらず、群島の中で新たなビジネスを起こし、仕事を能動

的に作り出そうとする人を支援することを構想した。

１．奄美教育プログラムの背景
（１）課題意識
奄美教育プログラムが対象にする奄美群島は、奄美大島と

徳之島が世界自然遺産に登録されたことで、かつてないほど

の注目を集め、奄美群島が自立的発展を遂げる上でまたとな

いチャンスを迎えている。この好機を生かすには、外から押し

寄せる変化の波を的確に受け止め、島民自身が、奄美群島の

価値や魅力を見つめ直し、何を守り、また何を変えていくのか

を考え、選択し、行動していくことが大切になる。

奄美群島には、「高い島（山の島）」と「低い島（台地の山）」

と表現されるように、島やシマ（集落）ごとに個性ある自然・

地理特性がある。また、奄美群島特有の歴史のなかで、自然

環境をうまく利用しながら育んできた豊かな生活文化がある。

奄美群島の価値と魅力は、世界自然遺産に登録された 2つの

島からのみ理解できるものではない。また、奄美群島には、

固有の自然環境や歴史によって培われてきた人が自然とともに

よりよく生きるための知恵や技、自然と人を大切にする奄美の

心が今なお息づいている。この奄美の自然と歴史によって育

まれてきた「環境文化」の価値を再評価し、次世代につなぐ

暮らしを創造していくことが期待されている。

そこで、奄美教育プログラムは、奄美群島に在住、もしくは、

移住予定者を対象に、自分たちの住む島・シマ（集落）の地

域特性を奄美の「環境文化」という考え方から捉え直し、そ

の価値を生かした新たな仕事を生み出せる起業家・職業人支

援を目的に半年にわたるオンライン講義と現地実習を計画的

に実施することを企図した。

（２）奄美教育プログラム前史
ところで、奄美教育プログラムは、突然実現に至ったもの

ではなく、二つの経験が基になっている。一つは、当部門の

ルーツである生涯学習教育研究センター時代（2003 年設立）

に本学が初めて着手した社会人向けの特別教育課程「科学技

術振興調整費　地域再生人材創出拠点の形成　かごしまル

ネッサンスアカデミー」（平成 18 年度～22 年度）の経験を生

かして、新たなスキームの下に手掛けるものであった 1。もうひ
1 旧生涯学習教育研究センターは、当該事業に参画し、設置され

た3つのコースのうち「健康・環境・文化コース」を担当し、過

疎や環境問題の理解，歴史や健康といった醸造文化の教養を併

せ持つ人材を5年間で250名弱輩出した。事業終了後は、3つのコー

スを一つに統合して「焼酎マイスター養成コース」に再編し、

農学部附属焼酎・発酵学教育研究センターが引き継いだ。本学

の特色ある履修証明プログラム制度「かごしまルネッサンスア

カデミー」は、当該事業を学内の恒常的な制度に発展させたも
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物事を始める好機という意味もあります。
公開授業が、知を集積する地域の大学と、学びを求める地
域の方々がぶつかり、交ざり、つながるきっかけとなるよう目指し
ます。
以上は「潮合」の趣旨について説明する文章だ。インタビュー

の企画実施に関わった関係者同士はインタビューの質問内容の

検討やインタビュー記事掲載に至るやりとりを通じてまさに「ぶつ

かり、交ざり、つながる」ことをしてきたと感じている。市村氏自

身は本インタビューをきっかけに他の研究者らとも交流が生まれ

たときく。このような取り組みが「潮合」や「公開授業」をきっか

けにさらに広がっていくことを望んでやまない。

なお、完成した「潮合」は、次のURLで確認ができる：

https://shioai.jp/。

８．�COVID-19流行下の対応で見えてきた大学生涯学習
の課題と可能性

本報告では、COVID-19 の流行元年以降の 2 年間の部門

の動きを4つの時期に分けて整理、確認してきた。これらを

大学生涯学習の課題と可能性という観点で改めて概括すると

次のことが言えるだろう。

第 1期「COVID-19 流行の危機対応の初動期」では、部門

としては、正規学生や教職員に対して発信される大学の各種

方針を非正規学生にどう適応するかについて解釈し、方針を

決定する役割を担った。このことは、教育危機の状況下では、

非正規学生の存在は忘れられがちで、置き去りになる危険性

があることを確認しておく必要がある。

第 2 期「COVID-19 の流行という危機をチャンスに変える模

索期」は、非正規学生の教育機会の保障は、自前の事業予

算で担保されているということと、組織としてという以上に、個々

の教員の理解と協力によって成立しているという事実と改めて

向き合うことになった。また、デジタルデバイドの背景には、

一般的に理解される経済格差の問題だけでなく、世代間格差

の問題が深刻であることを気づかせた。

第 3 期「危機をチャンスに生かす事業の試行期」は、遠隔

授業には、対面授業以上に満たすべき参加の要件が多く、教

育機会の保障の観点に立てば、その活用は諸刃の剣となるこ

とを明るみにした。また、大学開放事業としては、遠隔授業と

対面授業とでは、その運営のために整備すべき条件が大きく

異なり、同じ延長線上で事業を展開することは困難であること

が判明した。

第 4 期「危機をチャンスに生かす事業の本格導入期」では、

遠隔授業には、対面授業をはるかに超える多様な実施形態が

あること、その形態を使いこなすためには ITスキルの有無が

左右することが明白となった。これは、課題であると同時に可

能性だともいえよう。

以上は、主に公開授業に視点をおいて分析した結果である。

一方、公開講座や本稿では取り上げなかった奄美群島を対象

とした「就職・転職支援のための大学リカレント教育推進事業」

では、新たな課題に取り組む教育機会の創出という観点から

遠隔授業の可能性を確認することができた。また、オンライ

ンの可能性は、教育機会の提供という観点だけでなく、大学

や大学教員のことをより深く知ってもらうコミュニケーションの

ツールとしての活用にも見出すことができた。

COVID-19 の流行は、大学生涯学習におけるオンライン化

を促進させたことは間違いない。今や情報通信機器を使える

ことは、当たり前の前提として議論しがちである。しかし、現

実は決してそうではないことを理解する必要がある。そうしな

いと、地域のリアリティとの乖離を招く危険性がある。逆説的

かもしれないが、大学だからこそデジタルデバイドの問題を無

視せずに大学生涯学習の事業展開の可能性を考えていく必要

がある。それが、教育研究機関としての大学が、大学生涯学

習におけるオンライン化の真の可能性を探求することにつなが

るのではないだろうか。
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した方がよいという提案があり、行政職にも門戸を広げること

になった。

（３）設置したコースと修得目標
奄美教育プログラムは、以下に示すＡ）～Ｃ）のコースを

設置し、コース毎に修得する知識とスキルの目標を定めた。

Ａ）起業家コース（起業希望者対象）：奄美の「環境文化」

の価値を高め、地域資源を生かしたビジネスプランを構想し、

具体的な事業計画を作成し、事業に着手するために必要な情

報収集力と人的ネットワーク形成力の獲得を目指した。

Ｂ）Web デザインコース（就業・転職希望者対象）：基本的

なパソコン操作ができ、かつ、Web デザインに興味のある者

が、奄美の「環境文化」の価値をWeb 上で表現するために必

要な考え方と姿勢を身につけ、EC （electronic commerce）

サイトの構築と運用ができるスキルの獲得を目指した。

Ｃ）事業主・行政職コース（事業発注・事業拡大希望者） 

：個人事業主、もしくは、公共団体職員のうち、今後 Web や

ICT を活用して奄美の情報発信を行おうとする際に必要な奄

美の「環境文化」に関する知識とそれを活用する事業マインド

を身につけ、業務の外部発注や事業の遂行に必要な価値判

断力の獲得を目指した。

（４）奄美教育プログラムの開講期間と総時間数
奄美教育プログラムの開講期間は、当初の計画では令和３

年９月１２日（日）～ 令和４年１月３０日（日）の 5 か月を予定

していた。だが、新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受

けて、プログラム修了日を 2 月 27 日（日）まで延長することに

なり、実際の開講期間は令和３年９月１２日（日）～ 令和４年

２月 27 日（日）の 6 か月であった。また、提供した教育プロ

グラムの総時間数は、Ａ） 起業家コース 総時間数 80 時間（共

通科目 50 時間 + 専門科目 30 時間）、Ｂ） Web デザインコー

ス 総時間数 70 時間（共通科目50 時間+専門科目20 時間）、

Ｃ） 事業主・行政職コース 総時間数 62 時間（共通科目 50 時

間 + 専門科目 12 時間）となった。

（５）奄美教育プログラムの受講方法と修了要件
受講方法は、インターネットを使った①リアルタイム同時配

信講義、②オンデマンド型講義、③対面講義の 3 つの形態

で実施した。一部の講義は、①リアルタイム同時配信講義と

③対面講義を組み合わせた講義形態で実施した。また、受

講にあたっては、e-learning 学習管理システム（LMS）eden

を導入、活用した。

修了要件は、各コースが提供する共通科目と専門科目の各々

の総時間数の 8 割以上を受講し、レポート課題を提出、かつ、

現地実習を 2 か所以上参加することとした。修了した者に対

しては修了証書を発行した。

（６）奄美教育プログラムの受講者数の見込みと実際の受
講者数

募集人員は 50 名で、想定した人数割合は、起業希望者 20

名（12 市町村から各一人以上、人口の多い島からは複数の参

加）、転職・就業希望者 30 名（Web デザイン講習の初級を修

了した者）だった。また、本プログラムでは、ICT を活用して

販路拡大をする事業者がまだ少ない状況を鑑み（「次期奄美

市地域情報化計画に係る調査研究」令和 3 年 3 月奄美市）、

奄美群島在住の事業主の参加を特別枠として認め、事業内

事業化を促し、雇用の機会、又は、発注案件の創出を喚起

することとした。行政も事業を発注する立場に立つことから想

定する人数は、行政職も含む 20 名程度とした（ただし、事業

の数値目標・算出からは除外した）。

実際の応募者は、89 名（うち 27 名は前述の特別枠）で 12

市町村から応募があった。応募者多数の場合は、志望動機

や地域のバランス等を総合的に判断することにしていたため、

選考した結果 71 名（うち特別枠は 17 名）に絞り込んで受講

を認めた。開講式に参加し、実際に受講した者は 66 名（うち

特別枠は 16 名）で、起業希望者が 20 名、就職・就業希望

が 30 名であった。なお、受講者のうち修了した者は 50 名だっ

た（うち特別枠は 11 名）。

（７）奄美教育プログラムの実施体制
①事業実施委員会

奄美教育プログラムを開発・実施するために「奄美の「環

境文化」を付加価値化する事業実施委員会」（以下、事業実

施委員会という）を設置した。当事業実施委員会の設置目的

は、奄美の「環境文化」に付加価値を与え、新たな起業・転職・

就業を可能とするプログラム企画・実施・フォローアップに関し

て、事業実施委員会の下部組織である「プログラム開発委員

会」および「就職・転職支援委員会」に対して指導・助言す

るとともに、事業全体が円滑に進むように事業を統括すること

であった。委員は、9 名より構成され（表１）、次に示す事項

について令和 3 年 7 月 16 日と令和 4 年 3 月 2 日の計 2 回審

議を行った。
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とつは、筆者が活動する鹿児島環境学研究会（本学が設置す

る学問横断型の研究プロジェクト）として、奄美群島で 2018

年より実施してきた「奄美環境文化」の一連の活動蓄積が背

景にある2。

また、事業を申請する初期の段階から奄美の〈環境文化〉

をテーマにプログラムを構想することを考えていたわけではな

かった。プログラムを構想するにあたり、地元自治体や産業

関係団体等に調査を実施したところ、意外にも産業育成や仕

事に直結する知識やスキルよりも、そもそも「奄美らしさ」と

は何なのか、「奄美らしさ」を生かした島づくりをしたいという

ことが共通の願いとして浮かび上がった。この結果が、奄美の

〈環境文化〉というテーマ設定の理由となった。

２．奄美教育プログラムの概要
（１）文部科学省の事業趣旨に沿ったプログラム構想
　初年度に実施した奄美教育プログラムは、次に示す文部

科学省の事業趣旨に沿って構想した。

新型コロナウィルス感染症の影響により、雇用構造の転換
が進展する中で、新たな能力を身に付け、自己のキャリアアッ
プにつなげるために非正規雇用労働者、失業者等への支援が
喫緊の課題である。このため、非正規雇用労働者、失業者、
希望する就職ができていない若者等の支援として、全国の大
学等を中心とした連携体制において、即効性の高いリカレント
教育プログラムの発掘・開発を行い、オンライン等で集中的
に提供する体制を整えることにより、全国のリカレント教育の
ニーズに応え、円滑な転職・就職を促す。
ただし、当該事業の支援対象となる者が多岐にわたること

や、雇用ニーズや知識技術のレベルが複数に渡ることなどか

のである。なお、「健康・環境・文化コース」については、以下

に詳しい。降旗信一・小栗有子「鹿児島大学かごしまルネッサ

ンスアカデミー・健康環境文化コース(第一期)における社会人

向けリカレント教育カリキュラムの開発と評価」、『鹿児島大学

生涯学習教育研究センター年報』第5号、2008、71-88、野村卓・

小栗有子「鹿児島大学かごしまルネッサンスアカデミー報告 健

康環境文化コース(第二期)における社会人向けリカレント教育

カリキュラムの開発と評価」、『鹿児島大学生涯学習教育研究セ

ンター年報』第7号、2010、27-47、野村卓・小栗有子「鹿児島

大学かごしまルネッサンスアカデミー報告 中間評価と健康環

境文化コース(第三期)における社会人向けリカレント教育カリ

キュラム」、『鹿児島大学生涯学習教育研究センター年報』第7号、

2010、48-62。
2 一連の活動は次に詳しい。「「秋名・幾里の環境文化を知る・見

つけるシンポジウム」記録集」2018年、「「シンポジウム　シマ

のくらし(環境文化)を考える」記録集」2019年、「第3回環境文

化シンポジウム　名瀬のむかし、奄美大島のこれから－名瀬か

ら発信する奄美の環境文化を考える－」2020年、「第4回環境

文化シンポジウム 「島と東京を結び〈これからの奄美の環境文

化〉を語り合う」記録集」2021年、いずれも編集・発行　鹿児

島大学 鹿児島環境学研究会。https://kagoshima-kankyogaku.

jimdosite.com/（2023年9月1日最終閲覧）。　

ら、３つ（ａ・ｂ・ｃ）のコースを設定し、プログラムを開発・

実施することができた。そこで、当部門では、（ｃ）就職・転職・

起業支援のためのリカレント教育プログラムの開発・実証（地

域の実情に応じたコース）を選択した。理由は、（ｃ）コースが、

就職・転職だけでなく、起業支援も可能であり、地域の実情

に応じた構想を認める余地が高いコースだったからだ。

申請にあたっては、実施体制、プログラムの内容、労働局・

ハローワークとの連携等に関する条件が定められていた。事

業枠組みの特徴は、労働局や地方公共団体、企業、業界団

体、大学・専門学校等教育機関、民間団体等の必要に応じ

た関係機関と密な連携を図り、地域ニーズ、受講者ニーズを

踏まえたプログラムの開発・実施を求めたことにあった。具体

的には、関係機関で構成される事業実施委員会の設置、労

働局・ハローワークとの連携、雇用動向や人材ニーズ等及び地

域事情等を踏まえてプログラムの開発・実施、成果検証する

ことが求められた。

奄美教育プログラムは、以上の事業趣旨と要件を満たせる

ように構想し、令和 3 年度に立ち上がった。

（２）奄美教育プログラムの目的
奄美教育プログラムは、一部の島が世界自然遺産に登録

された奄美群島地域（８つの有人島、12 市町村、総人口

103,462 人（令和 3 年 2月））をターゲットに、今後成長が期

待される総合産業としての観光分野等において、島民の手に

よって奄美群島の自然・風土に根ざした文化（以下、環境文化）

に付加価値を与えられることを目指した。対象者は、奄美群

島に在住する者、もしくは移住を希望者する者のうち、これら

を地域資源にして、A）新たに事業を起こす起業者、Ｂ）こ

の分野に転職・就職を希望する者、並びに、Ｃ）事業所内事

業化をしようとする事業主、または行政職員とした。プログラ

ムの目的は、Ａ）～Ｃ）の受講者が①奄美の「環境文化」を

深く理解し、それらに付加価値を与え、地域資源として持続

的に利活用するためのマインド、並びに基本的な知識とスキル

を身につけ、②そのうえで、各々の希望する就業形態に応じた

知識とスキルの習得を目指し、着実に起業・転職・就職がで

きるように支援することとした。

なお、C）の対象者は、当該事業が定める定量的な数値目

標（受講者数、就職率、就職・就業率の設定数値）から除外

される対象・コースである。文科省に申請する段階では、転

職・就職・就業先を開発する目的で、特別枠として事業主の

みを対象としたコースを設置した。しかし、実施段階において、

後述する事業実施委員会委員より行政職員の学びの機会にも
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した方がよいという提案があり、行政職にも門戸を広げること

になった。

（３）設置したコースと修得目標
奄美教育プログラムは、以下に示すＡ）～Ｃ）のコースを

設置し、コース毎に修得する知識とスキルの目標を定めた。

Ａ）起業家コース（起業希望者対象）：奄美の「環境文化」

の価値を高め、地域資源を生かしたビジネスプランを構想し、

具体的な事業計画を作成し、事業に着手するために必要な情

報収集力と人的ネットワーク形成力の獲得を目指した。

Ｂ）Web デザインコース（就業・転職希望者対象）：基本的

なパソコン操作ができ、かつ、Web デザインに興味のある者

が、奄美の「環境文化」の価値をWeb 上で表現するために必

要な考え方と姿勢を身につけ、EC （electronic commerce）

サイトの構築と運用ができるスキルの獲得を目指した。

Ｃ）事業主・行政職コース（事業発注・事業拡大希望者） 

：個人事業主、もしくは、公共団体職員のうち、今後 Web や

ICT を活用して奄美の情報発信を行おうとする際に必要な奄

美の「環境文化」に関する知識とそれを活用する事業マインド

を身につけ、業務の外部発注や事業の遂行に必要な価値判

断力の獲得を目指した。

（４）奄美教育プログラムの開講期間と総時間数
奄美教育プログラムの開講期間は、当初の計画では令和３

年９月１２日（日）～ 令和４年１月３０日（日）の 5 か月を予定

していた。だが、新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受

けて、プログラム修了日を 2 月 27 日（日）まで延長することに

なり、実際の開講期間は令和３年９月１２日（日）～ 令和４年

２月 27 日（日）の 6 か月であった。また、提供した教育プロ

グラムの総時間数は、Ａ） 起業家コース 総時間数 80 時間（共

通科目 50 時間 + 専門科目 30 時間）、Ｂ） Web デザインコー

ス 総時間数 70 時間（共通科目50 時間+専門科目20 時間）、

Ｃ） 事業主・行政職コース 総時間数 62 時間（共通科目 50 時

間 + 専門科目 12 時間）となった。

（５）奄美教育プログラムの受講方法と修了要件
受講方法は、インターネットを使った①リアルタイム同時配

信講義、②オンデマンド型講義、③対面講義の 3 つの形態

で実施した。一部の講義は、①リアルタイム同時配信講義と

③対面講義を組み合わせた講義形態で実施した。また、受

講にあたっては、e-learning 学習管理システム（LMS）eden

を導入、活用した。

修了要件は、各コースが提供する共通科目と専門科目の各々

の総時間数の 8 割以上を受講し、レポート課題を提出、かつ、

現地実習を 2 か所以上参加することとした。修了した者に対

しては修了証書を発行した。

（６）奄美教育プログラムの受講者数の見込みと実際の受
講者数

募集人員は 50 名で、想定した人数割合は、起業希望者 20

名（12 市町村から各一人以上、人口の多い島からは複数の参

加）、転職・就業希望者 30 名（Web デザイン講習の初級を修

了した者）だった。また、本プログラムでは、ICT を活用して

販路拡大をする事業者がまだ少ない状況を鑑み（「次期奄美

市地域情報化計画に係る調査研究」令和 3 年 3 月奄美市）、

奄美群島在住の事業主の参加を特別枠として認め、事業内

事業化を促し、雇用の機会、又は、発注案件の創出を喚起

することとした。行政も事業を発注する立場に立つことから想

定する人数は、行政職も含む 20 名程度とした（ただし、事業

の数値目標・算出からは除外した）。

実際の応募者は、89 名（うち 27 名は前述の特別枠）で 12

市町村から応募があった。応募者多数の場合は、志望動機

や地域のバランス等を総合的に判断することにしていたため、

選考した結果 71 名（うち特別枠は 17 名）に絞り込んで受講

を認めた。開講式に参加し、実際に受講した者は 66 名（うち

特別枠は 16 名）で、起業希望者が 20 名、就職・就業希望

が 30 名であった。なお、受講者のうち修了した者は 50 名だっ

た（うち特別枠は 11 名）。

（７）奄美教育プログラムの実施体制
①事業実施委員会

奄美教育プログラムを開発・実施するために「奄美の「環

境文化」を付加価値化する事業実施委員会」（以下、事業実

施委員会という）を設置した。当事業実施委員会の設置目的

は、奄美の「環境文化」に付加価値を与え、新たな起業・転職・

就業を可能とするプログラム企画・実施・フォローアップに関し

て、事業実施委員会の下部組織である「プログラム開発委員

会」および「就職・転職支援委員会」に対して指導・助言す

るとともに、事業全体が円滑に進むように事業を統括すること

であった。委員は、9 名より構成され（表１）、次に示す事項

について令和 3 年 7 月 16 日と令和 4 年 3 月 2 日の計 2 回審

議を行った。
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とつは、筆者が活動する鹿児島環境学研究会（本学が設置す

る学問横断型の研究プロジェクト）として、奄美群島で 2018

年より実施してきた「奄美環境文化」の一連の活動蓄積が背

景にある2。

また、事業を申請する初期の段階から奄美の〈環境文化〉

をテーマにプログラムを構想することを考えていたわけではな

かった。プログラムを構想するにあたり、地元自治体や産業

関係団体等に調査を実施したところ、意外にも産業育成や仕

事に直結する知識やスキルよりも、そもそも「奄美らしさ」と

は何なのか、「奄美らしさ」を生かした島づくりをしたいという

ことが共通の願いとして浮かび上がった。この結果が、奄美の

〈環境文化〉というテーマ設定の理由となった。

２．奄美教育プログラムの概要
（１）文部科学省の事業趣旨に沿ったプログラム構想
　初年度に実施した奄美教育プログラムは、次に示す文部

科学省の事業趣旨に沿って構想した。

新型コロナウィルス感染症の影響により、雇用構造の転換
が進展する中で、新たな能力を身に付け、自己のキャリアアッ
プにつなげるために非正規雇用労働者、失業者等への支援が
喫緊の課題である。このため、非正規雇用労働者、失業者、
希望する就職ができていない若者等の支援として、全国の大
学等を中心とした連携体制において、即効性の高いリカレント
教育プログラムの発掘・開発を行い、オンライン等で集中的
に提供する体制を整えることにより、全国のリカレント教育の
ニーズに応え、円滑な転職・就職を促す。
ただし、当該事業の支援対象となる者が多岐にわたること

や、雇用ニーズや知識技術のレベルが複数に渡ることなどか

のである。なお、「健康・環境・文化コース」については、以下

に詳しい。降旗信一・小栗有子「鹿児島大学かごしまルネッサ

ンスアカデミー・健康環境文化コース(第一期)における社会人

向けリカレント教育カリキュラムの開発と評価」、『鹿児島大学

生涯学習教育研究センター年報』第5号、2008、71-88、野村卓・

小栗有子「鹿児島大学かごしまルネッサンスアカデミー報告 健

康環境文化コース(第二期)における社会人向けリカレント教育

カリキュラムの開発と評価」、『鹿児島大学生涯学習教育研究セ

ンター年報』第7号、2010、27-47、野村卓・小栗有子「鹿児島

大学かごしまルネッサンスアカデミー報告 中間評価と健康環

境文化コース(第三期)における社会人向けリカレント教育カリ

キュラム」、『鹿児島大学生涯学習教育研究センター年報』第7号、

2010、48-62。
2 一連の活動は次に詳しい。「「秋名・幾里の環境文化を知る・見

つけるシンポジウム」記録集」2018年、「「シンポジウム　シマ

のくらし(環境文化)を考える」記録集」2019年、「第3回環境文

化シンポジウム　名瀬のむかし、奄美大島のこれから－名瀬か

ら発信する奄美の環境文化を考える－」2020年、「第4回環境

文化シンポジウム 「島と東京を結び〈これからの奄美の環境文

化〉を語り合う」記録集」2021年、いずれも編集・発行　鹿児

島大学 鹿児島環境学研究会。https://kagoshima-kankyogaku.

jimdosite.com/（2023年9月1日最終閲覧）。　

ら、３つ（ａ・ｂ・ｃ）のコースを設定し、プログラムを開発・

実施することができた。そこで、当部門では、（ｃ）就職・転職・

起業支援のためのリカレント教育プログラムの開発・実証（地

域の実情に応じたコース）を選択した。理由は、（ｃ）コースが、

就職・転職だけでなく、起業支援も可能であり、地域の実情

に応じた構想を認める余地が高いコースだったからだ。

申請にあたっては、実施体制、プログラムの内容、労働局・

ハローワークとの連携等に関する条件が定められていた。事

業枠組みの特徴は、労働局や地方公共団体、企業、業界団

体、大学・専門学校等教育機関、民間団体等の必要に応じ

た関係機関と密な連携を図り、地域ニーズ、受講者ニーズを

踏まえたプログラムの開発・実施を求めたことにあった。具体

的には、関係機関で構成される事業実施委員会の設置、労

働局・ハローワークとの連携、雇用動向や人材ニーズ等及び地

域事情等を踏まえてプログラムの開発・実施、成果検証する

ことが求められた。

奄美教育プログラムは、以上の事業趣旨と要件を満たせる

ように構想し、令和 3 年度に立ち上がった。

（２）奄美教育プログラムの目的
奄美教育プログラムは、一部の島が世界自然遺産に登録

された奄美群島地域（８つの有人島、12 市町村、総人口

103,462 人（令和 3 年 2月））をターゲットに、今後成長が期

待される総合産業としての観光分野等において、島民の手に

よって奄美群島の自然・風土に根ざした文化（以下、環境文化）

に付加価値を与えられることを目指した。対象者は、奄美群

島に在住する者、もしくは移住を希望者する者のうち、これら

を地域資源にして、A）新たに事業を起こす起業者、Ｂ）こ

の分野に転職・就職を希望する者、並びに、Ｃ）事業所内事

業化をしようとする事業主、または行政職員とした。プログラ

ムの目的は、Ａ）～Ｃ）の受講者が①奄美の「環境文化」を

深く理解し、それらに付加価値を与え、地域資源として持続

的に利活用するためのマインド、並びに基本的な知識とスキル

を身につけ、②そのうえで、各々の希望する就業形態に応じた

知識とスキルの習得を目指し、着実に起業・転職・就職がで

きるように支援することとした。

なお、C）の対象者は、当該事業が定める定量的な数値目

標（受講者数、就職率、就職・就業率の設定数値）から除外

される対象・コースである。文科省に申請する段階では、転

職・就職・就業先を開発する目的で、特別枠として事業主の

みを対象としたコースを設置した。しかし、実施段階において、

後述する事業実施委員会委員より行政職員の学びの機会にも
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（８）連携体制
事業委員会が担った役割は、本プログラムを遂行する上で

必要な協力について、各々が代表する組織・機関に対して協

力を要請し、調整することであった。特に、群島全域からの

受講者の確保、複数会場における研修の実施、起業・転職・

就業における助言と支援を担った。協力を得る方法としては、

事業実施委員会の下に置かれたプログラム開発委員会（学内

外のプログラム講師５名で構成）において作成した教育プロ

グラム等の原案について事業実施委員会において、検討協議

し、各委員から助言に基づき具体的な協力を求め実施した。

教育プログラム開始前は、ネット環境が確保できない受講希

望者への行政的支援や募集のための広報についての協力も依

頼した。教育プログラム開始後は、会場の無料提供のほか、

就職・転職支援委員会（大学、鹿児島労働局、奄美群島広

域事務組合、奄美大島商工会議所、地元企業の５名で構成）

での協議を経て、就職・転職希望者への支援、および、起業

希望者の支援をめぐる助言と協力を求めることとした。

３．カリキュラム（教育課程）の概要
（１）カリキュラムの内容と構成

教育内容は、大きく3 つの領域で構成される。領域１は、Ａ）

起業希望者、Ｂ）転職・就業希望者、Ｃ）事業所内事業化を

目指す事業主が共に受講する①「奄美の「環境文化」」に関

する共通の科目群である。領域２は、Ａ）起業希望者が受講

した②「起業」に関する専門科目群、領域３は、Ｂ）転職・

新規就業者が受講した③「Web デザイン」に関する専門科目

群である。Ｃ）事業主は、②「起業」専門科目群と③「Web

デザイン」専門科目群より理論科目のみを受講した。

①の共通の科目群に関しては、奄美の「環境文化」を客

観的な知識として身につける科目群とリアルな現場から「身体

知」（五感）を通して理解する科目群によって構成される。前

者は、奄美の「環境文化」を捉える基本的な視座、琉球と薩

摩の間に位置する奄美群島の歴史的特異性、8 つの島 （々加

計呂麻島、請島、与路島含む）の自然・地理と生活文化の多

様性等について理解した。後者は、奄美群島 5 島で実習を組

み立て、受講生が活動拠点とする島以外の島のことを知り、

比較するまなざしを鍛えることで、島間の差別化ができるよう

に働きかけた。また、実習地では、各島の若手・中堅の起業

家と交流し、その実践に学ぶ機会を用意した。

②の専門科目群に関しては、奄美の「環境文化」を地域資

源として起業するためのマインドを学んだ上で、各受講生の事

業アイデアに基づき、具体的なビジネスなプランを作成する中

で起業を行うための実務上の知識と技術を習得した。具体的

には、事業環境分析（SWOT 分析）、顧客の分析（ペルソナ

設定・セグメンテーションとターゲティング）、提供価値の差別

化の分析（ポジショニング）、マーケティングミックス（４P）、

ビジネスプランの全体像（ビジネスモデルキャンバス）のフレー

ムワークを用いて、各受講生が自身のビジネスプランの何度も

練り直した。また、各自が作成したビジネスプランを受講生同

士でコメントし合う機会を多く用意し、相互に高めあう環境を

醸成した。また、各自のビジネスプランを発表する機会を設け、

奄美群島振興開発基金の融資責任者と鹿児島銀行系のシンク

タンクの経済部長から直接アドバイスをもらい、受講生のモチ

ベーションを高めるとともにビジネスプランの精緻化を図った。

③の専門科目群に関しては、奄美の「環境文化」をデザ

インする意味や方法についてアートマネージメントの観点から

理解し、即戦力として Web デザイン、特に EC （electronic 

commerce）サイトの構築と運用ができるスキルを習得し、キャ

リアを積むために必要な知識を身につけた。具体的な講義の

中身は、Web やＥ C サイト概念だけでなく、デザイン実践と

商品ページ作成、広報 PR 実践と SNS 発信などの実務的な

内容を組み込んだ。また、実際に EC サイトを作成し、その

運用実践について学ぶとともに、実際に島で運営している店

主の話を聞く機会を設けた。

（２）教育形態と方法
教育方法は、教育の目的によってa) オンライン講義、b) オ

ンライン討議、c) 現地研修（実習・ワークショップ）の３つの

形態により実施した。a) オンライン講義は、原則オンデマン

ドでネット配信を行い、受講者は、指定の期日までに好きな

時間に何度でもオンライン講義を受講（視聴）することができ

た。受講した内容に関する質疑・理解の定着度の確認につい

ては、b) オンライン討議において、リアルタイム同時配信によ

り、受講者の質問に応じた講師の解説、並びに、講師と受講

者、受講者と受講者の間の討論を行った。また、各科目にレ

ポート課題を課すことで学びの定着化を図った。特にオンデ

マンド講義の多い③の専門科目群では、実践的な課題がレ

ポート課題として提示された。c) 現地研修は、奄美群島の 5

つの島（奄美大島、徳之島、喜界島、沖永良部島、与論島）

を実際に訪問し、ア）各島々の自然の地理特性を知る、イ）

生きた環境文化を体験する、ウ）人と出会う（想いを知る）、

エ）想いや考え・学びを共有することが可能になるように、各

島のコーディネーターと一緒に教育の内容と方法を開発・実施

した。また、②の専門科目群では、奄美大島と沖永良部島の

かごしま生涯学習研究－大学と地域  第 4 号（2023年 3 月）

1)  奄美の「環境文化」を付加価値化する教育プログラムに

関する事項

2) 受講生の募集に関する事項

3) 就職・転職支援に関する事項

4) 事業実施関係機関との協力調整に関する事項

5) 事業評価及び事業継続に関する事項

6) その他事業を実施するために必要な事項

②プログラム開発委員会と就職支援委員会

事業実施委員会の下部組織として当教育プログラムの企

画・開発を行うためにプログラム開発委員会を設置し、次に

掲げる事項について審議することとした。

1) 教育プログラムの調査・企画・開発に関する事項

2) 教育プログラムの実施のための環境整備に関する事項

3) 教育プログラムの実施・推進に関する事項

4) その他教育プログラムの企画・開発のために必要な事項

また、同じく事業実施員会の下部組織として当教育プログ

ラム受講者への就職・転職支援等を円滑に実施するため就職・

転職支援委員会を設置し、次に掲げる事項について審議する

こととした。

1) 就職・転職情報の収集及び提供に関する事項

2) 就職・転職の指導助言に関する事項

3) 就職・転職に係る諸団体との連絡調整に関する事項

4) その他就職・転職支援のために必要な事項

プログラム開発委員会と就職・転職支援委員会の委員は表

１に示すとおりである。プログラム開発委員会は、令和 3 年 7

月16 日に 1 回、就職・転職支援委員会は、令和 3 年 7 月16

日と令和 4 年 2 月 22 日の計 2 回開催した。

所属 氏名・肩書 事業実施
委員会

プログラム
開発委員会

就職・転職
支援委員会 備考

鹿児島大学
産学・地域共創センター

寺岡行雄
・ 生涯学習部門長・教授 ◯ 事業実施委員会委員長

一般社団法人持続可能な地
域社会総合研究所 藤山 浩・所長 ◯ ◯

独立行政法人奄美群島振興
開発基金 本田勝規・理事長 ◯

奄美群島広域事務組合
（特別地方公共団） 信島賢誌・事務局長 ◯ ◯

鹿児島県大島支庁 印南百合子・支庁長 ◯

奄美大島商工会議所 川口智範・専務理事 ◯ ◯

鹿児島労働局 内野和久
・職業安定部訓練室長 ◯ ◯ 就職・転職支援委員会

委員長

㈱九州経済研究所 福留一郎
・経済調査部長 ◯

世界自然遺産候補地科学委
員会委員

星野一昭
・元鹿児島大学特任教授 ◯ ◯ プログラム開発委員会

委員長

㈱しーまブログ 深田小次郎・代表 ◯

奄美市立奄美博物館 高梨 修・館長 ◯

鹿児島大学法文学部 馬場 武・講師 ◯

鹿児島大学
産学・地域共創センター

小栗有子
・生涯学習部門・准教授 ◯ ◯ 事業担当教員

/ 事務局

表１　各種委員会
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（８）連携体制
事業委員会が担った役割は、本プログラムを遂行する上で

必要な協力について、各々が代表する組織・機関に対して協

力を要請し、調整することであった。特に、群島全域からの

受講者の確保、複数会場における研修の実施、起業・転職・

就業における助言と支援を担った。協力を得る方法としては、

事業実施委員会の下に置かれたプログラム開発委員会（学内

外のプログラム講師５名で構成）において作成した教育プロ

グラム等の原案について事業実施委員会において、検討協議

し、各委員から助言に基づき具体的な協力を求め実施した。

教育プログラム開始前は、ネット環境が確保できない受講希

望者への行政的支援や募集のための広報についての協力も依

頼した。教育プログラム開始後は、会場の無料提供のほか、

就職・転職支援委員会（大学、鹿児島労働局、奄美群島広

域事務組合、奄美大島商工会議所、地元企業の５名で構成）

での協議を経て、就職・転職希望者への支援、および、起業

希望者の支援をめぐる助言と協力を求めることとした。

３．カリキュラム（教育課程）の概要
（１）カリキュラムの内容と構成

教育内容は、大きく3 つの領域で構成される。領域１は、Ａ）

起業希望者、Ｂ）転職・就業希望者、Ｃ）事業所内事業化を

目指す事業主が共に受講する①「奄美の「環境文化」」に関

する共通の科目群である。領域２は、Ａ）起業希望者が受講

した②「起業」に関する専門科目群、領域３は、Ｂ）転職・

新規就業者が受講した③「Web デザイン」に関する専門科目

群である。Ｃ）事業主は、②「起業」専門科目群と③「Web

デザイン」専門科目群より理論科目のみを受講した。

①の共通の科目群に関しては、奄美の「環境文化」を客

観的な知識として身につける科目群とリアルな現場から「身体

知」（五感）を通して理解する科目群によって構成される。前

者は、奄美の「環境文化」を捉える基本的な視座、琉球と薩

摩の間に位置する奄美群島の歴史的特異性、8 つの島 （々加

計呂麻島、請島、与路島含む）の自然・地理と生活文化の多

様性等について理解した。後者は、奄美群島 5 島で実習を組

み立て、受講生が活動拠点とする島以外の島のことを知り、

比較するまなざしを鍛えることで、島間の差別化ができるよう

に働きかけた。また、実習地では、各島の若手・中堅の起業

家と交流し、その実践に学ぶ機会を用意した。

②の専門科目群に関しては、奄美の「環境文化」を地域資

源として起業するためのマインドを学んだ上で、各受講生の事

業アイデアに基づき、具体的なビジネスなプランを作成する中

で起業を行うための実務上の知識と技術を習得した。具体的

には、事業環境分析（SWOT 分析）、顧客の分析（ペルソナ

設定・セグメンテーションとターゲティング）、提供価値の差別

化の分析（ポジショニング）、マーケティングミックス（４P）、

ビジネスプランの全体像（ビジネスモデルキャンバス）のフレー

ムワークを用いて、各受講生が自身のビジネスプランの何度も

練り直した。また、各自が作成したビジネスプランを受講生同

士でコメントし合う機会を多く用意し、相互に高めあう環境を

醸成した。また、各自のビジネスプランを発表する機会を設け、

奄美群島振興開発基金の融資責任者と鹿児島銀行系のシンク

タンクの経済部長から直接アドバイスをもらい、受講生のモチ

ベーションを高めるとともにビジネスプランの精緻化を図った。

③の専門科目群に関しては、奄美の「環境文化」をデザ

インする意味や方法についてアートマネージメントの観点から

理解し、即戦力として Web デザイン、特に EC （electronic 

commerce）サイトの構築と運用ができるスキルを習得し、キャ

リアを積むために必要な知識を身につけた。具体的な講義の

中身は、Web やＥ C サイト概念だけでなく、デザイン実践と

商品ページ作成、広報 PR 実践と SNS 発信などの実務的な

内容を組み込んだ。また、実際に EC サイトを作成し、その

運用実践について学ぶとともに、実際に島で運営している店

主の話を聞く機会を設けた。

（２）教育形態と方法
教育方法は、教育の目的によってa) オンライン講義、b) オ

ンライン討議、c) 現地研修（実習・ワークショップ）の３つの

形態により実施した。a) オンライン講義は、原則オンデマン

ドでネット配信を行い、受講者は、指定の期日までに好きな

時間に何度でもオンライン講義を受講（視聴）することができ

た。受講した内容に関する質疑・理解の定着度の確認につい

ては、b) オンライン討議において、リアルタイム同時配信によ

り、受講者の質問に応じた講師の解説、並びに、講師と受講

者、受講者と受講者の間の討論を行った。また、各科目にレ

ポート課題を課すことで学びの定着化を図った。特にオンデ

マンド講義の多い③の専門科目群では、実践的な課題がレ

ポート課題として提示された。c) 現地研修は、奄美群島の 5

つの島（奄美大島、徳之島、喜界島、沖永良部島、与論島）

を実際に訪問し、ア）各島々の自然の地理特性を知る、イ）

生きた環境文化を体験する、ウ）人と出会う（想いを知る）、

エ）想いや考え・学びを共有することが可能になるように、各

島のコーディネーターと一緒に教育の内容と方法を開発・実施

した。また、②の専門科目群では、奄美大島と沖永良部島の

かごしま生涯学習研究－大学と地域  第 4 号（2023年 3 月）

1)  奄美の「環境文化」を付加価値化する教育プログラムに

関する事項

2) 受講生の募集に関する事項

3) 就職・転職支援に関する事項

4) 事業実施関係機関との協力調整に関する事項

5) 事業評価及び事業継続に関する事項

6) その他事業を実施するために必要な事項

②プログラム開発委員会と就職支援委員会

事業実施委員会の下部組織として当教育プログラムの企

画・開発を行うためにプログラム開発委員会を設置し、次に

掲げる事項について審議することとした。

1) 教育プログラムの調査・企画・開発に関する事項

2) 教育プログラムの実施のための環境整備に関する事項

3) 教育プログラムの実施・推進に関する事項

4) その他教育プログラムの企画・開発のために必要な事項

また、同じく事業実施員会の下部組織として当教育プログ

ラム受講者への就職・転職支援等を円滑に実施するため就職・

転職支援委員会を設置し、次に掲げる事項について審議する

こととした。

1) 就職・転職情報の収集及び提供に関する事項

2) 就職・転職の指導助言に関する事項

3) 就職・転職に係る諸団体との連絡調整に関する事項

4) その他就職・転職支援のために必要な事項

プログラム開発委員会と就職・転職支援委員会の委員は表

１に示すとおりである。プログラム開発委員会は、令和 3 年 7

月16 日に 1 回、就職・転職支援委員会は、令和 3 年 7 月16

日と令和 4 年 2 月 22 日の計 2 回開催した。

所属 氏名・肩書 事業実施
委員会

プログラム
開発委員会

就職・転職
支援委員会 備考

鹿児島大学
産学・地域共創センター

寺岡行雄
・ 生涯学習部門長・教授 ◯ 事業実施委員会委員長

一般社団法人持続可能な地
域社会総合研究所 藤山 浩・所長 ◯ ◯

独立行政法人奄美群島振興
開発基金 本田勝規・理事長 ◯

奄美群島広域事務組合
（特別地方公共団） 信島賢誌・事務局長 ◯ ◯

鹿児島県大島支庁 印南百合子・支庁長 ◯

奄美大島商工会議所 川口智範・専務理事 ◯ ◯

鹿児島労働局 内野和久
・職業安定部訓練室長 ◯ ◯ 就職・転職支援委員会

委員長

㈱九州経済研究所 福留一郎
・経済調査部長 ◯

世界自然遺産候補地科学委
員会委員

星野一昭
・元鹿児島大学特任教授 ◯ ◯ プログラム開発委員会

委員長

㈱しーまブログ 深田小次郎・代表 ◯

奄美市立奄美博物館 高梨 修・館長 ◯

鹿児島大学法文学部 馬場 武・講師 ◯

鹿児島大学
産学・地域共創センター

小栗有子
・生涯学習部門・准教授 ◯ ◯ 事業担当教員

/ 事務局

表１　各種委員会
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表３　令和３年度奄美環境文化実習の講師一覧（敬称略）

科目番号 科目名 実施日 時間 公開日 コース 時間数 講義形態 担当教員 講師の所属

301 アートマネージメント論 1 11月 5 日 井原慶一郎 鹿児島大学法文学部

302 アートマネージメント論 2 11月 5 日 井原慶一郎 同上

303 デザインの基礎 1 2 月16 日 村山  淳 グラフィックデザイナー

304 デザインの基礎 2 2 月17 日 村山  淳 同上

305 ICT 入門 11月12 日 13:30-15:00 佐藤豊彦 鹿児島大学学術情報基盤
センター 

306 ICT セキュリティの基礎 11月12 日 15:10-16:40 佐藤豊彦 同上

307
ウェブデザインのスキル１ 
（Web ﾃﾞｻﾞｲﾝの知識：Web・
EC ｻｲﾄ概要）

11月19 日 浅井  南 わるだくみ代表

308
ウェブデザインのスキル２
（デザイン実践：商品ページ制
作）

11月19 日 浅井  南 同上

309 ウェブデザインのスキル３
（広報 PR 実践：SNS 発信） 11月19 日 浅井  南 同上

310 ウェブデザインのスキル４ 
(EC サイト運用概念 ) 12 月 9 日 浅井  南 同上

311 ウェブデザイナーの実務 
（EC サイト運用実践） 12 月 9 日 浅井  南 同上

Ａコース：起業家コース　Ｂコース：ＷＥＢデザインコース　Ｃコース：事業主・行政職コース

（４）奄美環境文化実習
奄美教育プログラムの大きな特徴となっている現地実習の

ねらいと内容は以下のとおりである。

奄美群島の 5つの島で実施した環境文化実習は、オンライ

ン講義で修得した環境文化に関する学際的な知識（学知 / 科

学知）を実際に島に訪れて、身体感覚をもって確認すること

をねらいにした。奄美の環境文化は、各島々の自然地理や歴

史特性と不可分な関係にあり、環境文化の創造の担い手は過

去に生きた者も含む島民である。そのため奄美の環境文化を

理解するためには、学知 / 科学知のような形式知ではないロー

カルな知、つまり、人々の記憶や身体の中にある暗黙知や身

体知として存在する生活に根ざした実践知に直に触れる必要

があった。特に重視したのが目に見えない世界である島民の

心性に接することである。

また、当教育プログラムの受講者の年齢層が比較的若く、

かつ、本土や都市生活に慣れ親しんでいる層が多くみられた

ため、環境文化を育んできた /いる集落（シマ）のお年寄りと

の出会いや生活文化体験をプログラムに組み込むことを重視

した。教育プログラム開発にあたっては、以下の点を網羅でき

るように留意した。

・各島島々の自然の地理特性を知る

・生きた環境文化を体験する

・人と出会う（想いを知る）

・想いや考え・学びを共有する

実習プログラムの組立てにあたっては、各島で地域の自然

や文化、集落の暮らしや島民のことをよく知る人を地元コーディ

ネーターとして選定し、大学側と一緒にプログラムを企画・開

発した。各島の地元コーディネーターと地元講師は、表３に示

す通りである。

奄美大島会場
10 月 9 日～ 10 日
10 月 11 日～ 12 日

地元コーディネーター：山下茂一
奄美市旧住用町市集落の講師：森 紘道、
中村由美、山下哲次、大川キヌエ、山下千鶴子
龍郷町秋名・幾里集落の講師：村上裕希、
重田美咲、隈元已子、國山教子、窪田圭喜、
山田真砂子
島唄の講師：中村瑞希、松本良作

かごしま生涯学習研究－大学と地域  第 4 号（2023年 3 月）

2 つを拠点会場とし、ワークショップを通して受講生同士が実

践的な学びができるようにした。ただし、新型コロナウィルス

感染症の拡大の影響もあり、オンライン講義と実地講義を組

み合わせるハイブリッド型も一部採用することになった

（３）カリキュラムの全体像
実施したカリキュラムの全体像は表２の通りである。

表２　令和３年度奄美〈環境文化〉教育プログラムの科目一覧

科目番号 科目名 実施日 時間 公開日 コース 時間数 講義形態 担当教員 講師の所属

101 奄美の環境文化入門 9 月12 日 15:10-16:40 9 月12 日 小栗有子 鹿児島大学法文学部

102 奄美の環境文化の基礎 1 9 月12 日 高梨  修 奄美市立奄美博物館

103 奄美の環境文化の基礎 2 9 月12 日 高梨  修 同上

104 奄美の環境文化の基礎 3 9 月12 日 高梨  修 同上

105 奄美の暮らしと戦跡 石田智子 鹿児島大学法文学部

106 環境文化総合討論 1 9 月 26 日 14:00-16:00 9 月12 日 小栗・高梨・石田 同上

107 奄美・沖縄世界自然遺産論 9 月12 日 星野一昭 世界自然遺産候補地科学
委員会委員

108 奄美の自然と暮らし１ 
（水域生態系） 9 月12 日 山本智子 鹿児島大学水産学部

109 奄美の自然と暮らし２
（森林生態系） 9 月12 日 鵜川  信 鹿児島大学農学部

110 奄美の自然と暮らし３
（人文地理） ABC 1.5 ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ 小林善仁 鹿児島大学法文学部

111 環境文化総合討論 2 10 月 3 日 14:00-16:00 ABC 2 同時配信 星野・山本
・ 鵜川・小林 同上

112 生涯学習支援論 10 月17 日 13:30-16:40
（10 分休憩） ABC 3 同時配信 酒井佑輔 鹿児島大学法文学部

113 社会教育経営論 10 月 31日 13:30-16:40
（10 分休憩） ABC 3 同時配信 小栗有子 同上

114 奄美環境文化実習（奄美大島） 10 月 9 日 -10 日 
10 月11日 -12 日 ABC 12 対面 高梨・小栗ほか 同上

115 奄美環境文化実習（沖永良部） 10 月 23 日 -24 日 ABC 12 対面 高梨・小栗ほか 同上

116 奄美環境文化実習（喜界島） 11月 6 日 -7 日 ABC 12 対面 高梨・小栗ほか 同上

117 奄美環境文化実習（与論） 11月13 日 -14 日 ABC 12 対面 高梨・小栗ほか 同上

118 奄美環境文化実習（徳之島） 11月 27 日 -28 日 ABC 12 対面 高梨・小栗ほか 同上

119 環境文化総合討論 3 11月 5 日 14:00-16:40
（10 分休憩） ABC 2.5 同時配信 高梨・小栗 同上

201 持続可能な地域戦略 1 11月 21日 13:30-15:00 AC 1.5 同時配信 
( 対面併用 ) 藤山  浩 一般社団法人持続可能な

地域社会総合研究所

202 持続可能な地域戦略 2 11月 21日 15:10-16:40 AC 1.5 同時配信 
( 対面併用 ) 藤山  浩 同上

203
環境文化事業化ワークショップ１
（沖永良部会場）
（徳之島会場）

12 月18 日 -19 日 
12 月 27 日 A 12 対面

馬場  武 鹿児島大学法文学部

小栗有子 同上

高梨  修 奄美市立奄美博物館

204 環境文化事業化ワークショップ 2
オンライン：同時配信

1月 8 日 -9 日
1月 30 日 A 12

同時配信

馬場  武 鹿児島大学法文学部

小栗有子 同上

高梨  修 同上

同時配信
森田勝弘 奄美群島振興開発基金  

理事

福留一郎 九州経済研究所 経済調
査部長

205 環境文化事業の経営 1 2 月 9 日 13:30-15:00 A 1.5 同時配信 宮本一徹 佐藤理江
「よろし」代表

あまみ空き家ラボ
（NPO 法人ねりやかな
やレジデンス）代表理事

206 環境文化事業の経営 2 2 月14 日 15:10-16:40 A 1.5 同時配信 麓憲吾 村上裕希

有限会社アーマイナープ
ロジェクト代表取締

役・NPO 法人ディ代表
一般社団法人 E'more

秋名・代表理事
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小栗　有子　奄美群島の社会人を対象にした奄美の〈環境文化〉教育プログラムの立ち上げと成果

表３　令和３年度奄美環境文化実習の講師一覧（敬称略）

科目番号 科目名 実施日 時間 公開日 コース 時間数 講義形態 担当教員 講師の所属

301 アートマネージメント論 1 11月 5 日 井原慶一郎 鹿児島大学法文学部

302 アートマネージメント論 2 11月 5 日 井原慶一郎 同上

303 デザインの基礎 1 2 月16 日 村山  淳 グラフィックデザイナー

304 デザインの基礎 2 2 月17 日 村山  淳 同上

305 ICT 入門 11月12 日 13:30-15:00 佐藤豊彦 鹿児島大学学術情報基盤
センター 

306 ICT セキュリティの基礎 11月12 日 15:10-16:40 佐藤豊彦 同上

307
ウェブデザインのスキル１ 
（Web ﾃﾞｻﾞｲﾝの知識：Web・
EC ｻｲﾄ概要）

11月19 日 浅井  南 わるだくみ代表

308
ウェブデザインのスキル２
（デザイン実践：商品ページ制
作）

11月19 日 浅井  南 同上

309 ウェブデザインのスキル３
（広報 PR 実践：SNS 発信） 11月19 日 浅井  南 同上

310 ウェブデザインのスキル４ 
(EC サイト運用概念 ) 12 月 9 日 浅井  南 同上

311 ウェブデザイナーの実務 
（EC サイト運用実践） 12 月 9 日 浅井  南 同上

Ａコース：起業家コース　Ｂコース：ＷＥＢデザインコース　Ｃコース：事業主・行政職コース

（４）奄美環境文化実習
奄美教育プログラムの大きな特徴となっている現地実習の

ねらいと内容は以下のとおりである。

奄美群島の 5つの島で実施した環境文化実習は、オンライ

ン講義で修得した環境文化に関する学際的な知識（学知 / 科

学知）を実際に島に訪れて、身体感覚をもって確認すること

をねらいにした。奄美の環境文化は、各島々の自然地理や歴

史特性と不可分な関係にあり、環境文化の創造の担い手は過

去に生きた者も含む島民である。そのため奄美の環境文化を

理解するためには、学知 / 科学知のような形式知ではないロー

カルな知、つまり、人々の記憶や身体の中にある暗黙知や身

体知として存在する生活に根ざした実践知に直に触れる必要

があった。特に重視したのが目に見えない世界である島民の

心性に接することである。

また、当教育プログラムの受講者の年齢層が比較的若く、

かつ、本土や都市生活に慣れ親しんでいる層が多くみられた

ため、環境文化を育んできた /いる集落（シマ）のお年寄りと

の出会いや生活文化体験をプログラムに組み込むことを重視

した。教育プログラム開発にあたっては、以下の点を網羅でき

るように留意した。

・各島島々の自然の地理特性を知る

・生きた環境文化を体験する

・人と出会う（想いを知る）

・想いや考え・学びを共有する

実習プログラムの組立てにあたっては、各島で地域の自然

や文化、集落の暮らしや島民のことをよく知る人を地元コーディ

ネーターとして選定し、大学側と一緒にプログラムを企画・開

発した。各島の地元コーディネーターと地元講師は、表３に示

す通りである。

奄美大島会場
10 月 9 日～ 10 日
10 月 11 日～ 12 日

地元コーディネーター：山下茂一
奄美市旧住用町市集落の講師：森 紘道、
中村由美、山下哲次、大川キヌエ、山下千鶴子
龍郷町秋名・幾里集落の講師：村上裕希、
重田美咲、隈元已子、國山教子、窪田圭喜、
山田真砂子
島唄の講師：中村瑞希、松本良作

かごしま生涯学習研究－大学と地域  第 4 号（2023年 3 月）

2 つを拠点会場とし、ワークショップを通して受講生同士が実

践的な学びができるようにした。ただし、新型コロナウィルス

感染症の拡大の影響もあり、オンライン講義と実地講義を組

み合わせるハイブリッド型も一部採用することになった

（３）カリキュラムの全体像
実施したカリキュラムの全体像は表２の通りである。

表２　令和３年度奄美〈環境文化〉教育プログラムの科目一覧

科目番号 科目名 実施日 時間 公開日 コース 時間数 講義形態 担当教員 講師の所属

101 奄美の環境文化入門 9 月12 日 15:10-16:40 9 月12 日 小栗有子 鹿児島大学法文学部

102 奄美の環境文化の基礎 1 9 月12 日 高梨  修 奄美市立奄美博物館

103 奄美の環境文化の基礎 2 9 月12 日 高梨  修 同上

104 奄美の環境文化の基礎 3 9 月12 日 高梨  修 同上

105 奄美の暮らしと戦跡 石田智子 鹿児島大学法文学部

106 環境文化総合討論 1 9 月 26 日 14:00-16:00 9 月12 日 小栗・高梨・石田 同上

107 奄美・沖縄世界自然遺産論 9 月12 日 星野一昭 世界自然遺産候補地科学
委員会委員

108 奄美の自然と暮らし１ 
（水域生態系） 9 月12 日 山本智子 鹿児島大学水産学部

109 奄美の自然と暮らし２
（森林生態系） 9 月12 日 鵜川  信 鹿児島大学農学部

110 奄美の自然と暮らし３
（人文地理） ABC 1.5 ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ 小林善仁 鹿児島大学法文学部

111 環境文化総合討論 2 10 月 3 日 14:00-16:00 ABC 2 同時配信 星野・山本
・ 鵜川・小林 同上

112 生涯学習支援論 10 月17 日 13:30-16:40
（10 分休憩） ABC 3 同時配信 酒井佑輔 鹿児島大学法文学部

113 社会教育経営論 10 月 31日 13:30-16:40
（10 分休憩） ABC 3 同時配信 小栗有子 同上

114 奄美環境文化実習（奄美大島） 10 月 9 日 -10 日 
10 月11日 -12 日 ABC 12 対面 高梨・小栗ほか 同上

115 奄美環境文化実習（沖永良部） 10 月 23 日 -24 日 ABC 12 対面 高梨・小栗ほか 同上

116 奄美環境文化実習（喜界島） 11月 6 日 -7 日 ABC 12 対面 高梨・小栗ほか 同上

117 奄美環境文化実習（与論） 11月13 日 -14 日 ABC 12 対面 高梨・小栗ほか 同上

118 奄美環境文化実習（徳之島） 11月 27 日 -28 日 ABC 12 対面 高梨・小栗ほか 同上

119 環境文化総合討論 3 11月 5 日 14:00-16:40
（10 分休憩） ABC 2.5 同時配信 高梨・小栗 同上

201 持続可能な地域戦略 1 11月 21日 13:30-15:00 AC 1.5 同時配信 
( 対面併用 ) 藤山  浩 一般社団法人持続可能な

地域社会総合研究所

202 持続可能な地域戦略 2 11月 21日 15:10-16:40 AC 1.5 同時配信 
( 対面併用 ) 藤山  浩 同上

203
環境文化事業化ワークショップ１
（沖永良部会場）
（徳之島会場）

12 月18 日 -19 日 
12 月 27 日 A 12 対面

馬場  武 鹿児島大学法文学部

小栗有子 同上

高梨  修 奄美市立奄美博物館

204 環境文化事業化ワークショップ 2
オンライン：同時配信

1月 8 日 -9 日
1月 30 日 A 12

同時配信

馬場  武 鹿児島大学法文学部

小栗有子 同上

高梨  修 同上

同時配信
森田勝弘 奄美群島振興開発基金  

理事

福留一郎 九州経済研究所 経済調
査部長

205 環境文化事業の経営 1 2 月 9 日 13:30-15:00 A 1.5 同時配信 宮本一徹 佐藤理江
「よろし」代表

あまみ空き家ラボ
（NPO 法人ねりやかな
やレジデンス）代表理事

206 環境文化事業の経営 2 2 月14 日 15:10-16:40 A 1.5 同時配信 麓憲吾 村上裕希

有限会社アーマイナープ
ロジェクト代表取締

役・NPO 法人ディ代表
一般社団法人 E'more

秋名・代表理事
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・実習の前に各自検温・健康チェックを必ず行い、発熱
や体調不良がある場合は参加をお控えてください。
・実習中は、常時マスク（不織布推奨）を着用し、3蜜を
避けるためになるべく地元の方や受講生同士の距離を
取って実習に参加するようにしてください。
・実習中は、適宜、検温、手指消毒を行いますのでご理
解とご協力をお願いします。
・実習終了後の大人数の会食や飲み会はお控えくださ
い。

また、県外在住者については、参加前に抗原検査の実施

を依頼し、健康観察を十分行った上で参加することを周知徹

底した。実習当日は、検温、手指の消毒、マスクの着用等の

感染予防のほか、会場やバスの定員についても間隔を空けて

三密を避けた。起業家コースの専門科目で実施した対面講義

アンケートの設問は、提供したすべての科目ごとにその必要

性と良かった点や課題について質問する内容で、【問 1】は共

通科目、【問２】～【問４】は各コースの専門科目、【問 5】は

就職・転職・起業等の就労・職業支援に関すること、【問６】

が教育カリキュラム全般に関するものであった。

②就職・転職・起業等の就労・職業支援に対する評価
本教育プログラムの就職・転職・起業等の就労・職業支

援に対する受講生の評価を【問５】のアンケート結果に基

づき考察する。【問 5】の回答数は 39 名で回答率は 78％で

あった。各コースの内訳は、Aコース73％ (11/15名 )、Bコー

ス 79％（19/24 名）、Cコース 81％（9/11 名）であった。

設問の１（図１）は、教育プログラムの受講理由を問う

ており、就職・転職・起業支援を主な理由に受講した者は

10 人（25％）しかいない。残りは、就職・転職・起業支援

（環境文化事業化ワークショップ）においても、「環境文化実

習」と同等の対策を講じるとともに、感染症の拡大がみられ

た時期においては、対面講義を取りやめ、オンラインで実施

する等の対応を行った。一方、事業実施委員会や就職・転職

支援委員会等の委員会についても、感染症感染予防の観点

から一部オンラインの会議に切り替えた。

５．奄美教育プログラムの評価と成果
（１）修了者に対して実施したアンケート調査
①アンケート調査の概要
令和 4 年 2月27日に本教育プログラムを修了した者を対

象にアンケート調査を3月1日～3月8日で実施した。アンケー

トの目的は、本教育プログラムに対する満足度と課題を明ら

かにすることであった。アンケート調査の質問項目は、下記に

示す内容であった。

を受講理由の一つ、もしくは弱い、あるいは理由ではない

と選択している。このことから就職・転職・起業支援では

ない理由から教育プログラムに今回参加した者が一定数い

ることがわかった。

【問 1】以下の科目は、奄美の「環境文化」を深く理解し、それらに付加価値を与え、地域資源として持続的に利
活用するためのマインド、並びに基本的な知識とスキルを身につける上で必要でしたか。（設問１～ 38）
【問 2】以下の科目は、奄美の「環境文化」の価値を高め、地域資源を生かしたビジネスプランを構想し、具体的
な事業計画を作成し、そのために必要な情報収集力と人的ネットワークの形成の獲得に必要でしたか。（設問１～
18）
【問３】以下の科目は、奄美の「環境文化」の価値を WEB 上で表現するために必要な考え方と姿勢を身につけ、
EC サイトの構築と運用ができるスキルを獲得するために必要でしたか。（設問１～ 20）
【問４】以下の科目は、WEB や ICT で情報発信を行う際に必要な奄美の「環境文化」に関する知識や事業マイ
ンドを身につけ、業務の外部発注や事業の遂行に必要な価値判断力を獲得するために必要でしたか。（設問１～
12）
【問５】以下の設問では、本教育プログラムがあなたの希望する就職・転職・起業等の就労・職業支援にどの程度
寄与したのかをお伺いします。（設問１～ 14）
【問６】本教育プログラム全般についてお尋ねします。（設問１～ 15）

本教育プログラムが、就職・転職・起業の支援を目的にしてい
たことは、あなたが受講しようと思った理由の大きさとして一
番合うものを一つ選んでください。

受講する理由ではなかった。

受講する理由としては弱かった。

受講する理由の一つであった。

受講する強い理由であった。
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図１ 教育プログラムを受講した理由と就職・転職・起業支援
n=39（人）

かごしま生涯学習研究－大学と地域  第 4 号（2023年 3 月）

沖永良部島会場
10 月 23 日～ 24 日

地元コーディネーター：新納忠人
瀬利覚集落の講師：朝戸武勝、名間、大平
世の主神社の講師：伊地知裕仁、桂 弘一、藤井
勝仁
国頭集落とソテツ利用の講師：佐々木鐵雄
若手・中堅経営者：吉成泰恵子、釜 ゆきみ、地
下智隆
沖永良部芭蕉布施設の講師：長谷川千代子
住吉暗川の講師：西 直実

喜界島会場
11 月 6 日～ 7 日

地元コーディネーター：外内 淳
喜界町埋蔵文化財センター講師：野崎 拓司
阿伝集落の講師：武田 秀伸、平田 久成、本島 
和則
喜界島サンゴ礁科学研究所講師：駒越 太郎
若手・中堅事業者：喜禎浩之、杉俣紘二朗、宮
本一徹、甲原和憲
志戸桶集落の講師：浜崎 良子、南 てる子、菅沼 
節江
伊砂集落グローリー牧場の講師：栄 常光

与論島会場
11 月 13 日～ 14 日

地元コーディネーター：南 勇輔
与論民俗村の講師：菊 秀史、菊凛太郎
按司根津栄、地主神社・琴平神社講師：市来大幸、
沖 道成
若手・中堅事業者：池田香菜、池田佳、本園秀
幸
ベテラン事業者：本園金盛、麓 才良
与論城・集落の講師：南 勇輔、麓 才良

徳之島会場
11 月 27 日～ 28 日

地元コーディネーター：池村 茂
母間集落講師：漆山 税力、米原 稔、満田秀博、
池村 茂
国史跡カムィヤキ陶器窯跡の講師：安田未来
兼久集落の講師：具志堅亮
若手・中堅事業者・学芸員・高校生：林栄作、
安田未来

（５）新型コロナウィルス感染症感染予防の観点
奄美教育プログラムは、新型コロナウィルス感染症拡大の

下で実施された。記録を残す目的で、感染症予防の観点から

配慮したことについて整理しておく。

まず、奄美教育プログラムは、a) 講義、b) 討議、c) 実地研修・

ワークショップの 3つより構成されている。このうち、a)とb)

については、一部の講義を除き、すべてオンラインで実施し

たことにより、新型コロナウイルス感染症に感染するリスクを

回避に努めた。実地研修のうち、共通科目の「奄美環境文化

実習」は、10月初旬から11月下旬にかけて奄美群島の 5つ

の島で 2日間連続で実施したもので、感染症の予防の観点か

ら各実習を定員30 名とし、50 名を超える希望者のあった奄

美大島での実習では、同じ内容のプログラムを平日と休日の 2

回に分けて実施した。実習の参加にあたって受講生には、下

記の点について周知した。
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・実習の前に各自検温・健康チェックを必ず行い、発熱
や体調不良がある場合は参加をお控えてください。
・実習中は、常時マスク（不織布推奨）を着用し、3蜜を
避けるためになるべく地元の方や受講生同士の距離を
取って実習に参加するようにしてください。
・実習中は、適宜、検温、手指消毒を行いますのでご理
解とご協力をお願いします。
・実習終了後の大人数の会食や飲み会はお控えくださ
い。

また、県外在住者については、参加前に抗原検査の実施

を依頼し、健康観察を十分行った上で参加することを周知徹

底した。実習当日は、検温、手指の消毒、マスクの着用等の

感染予防のほか、会場やバスの定員についても間隔を空けて

三密を避けた。起業家コースの専門科目で実施した対面講義

アンケートの設問は、提供したすべての科目ごとにその必要

性と良かった点や課題について質問する内容で、【問 1】は共

通科目、【問２】～【問４】は各コースの専門科目、【問 5】は

就職・転職・起業等の就労・職業支援に関すること、【問６】

が教育カリキュラム全般に関するものであった。

②就職・転職・起業等の就労・職業支援に対する評価
本教育プログラムの就職・転職・起業等の就労・職業支

援に対する受講生の評価を【問５】のアンケート結果に基

づき考察する。【問 5】の回答数は 39 名で回答率は 78％で

あった。各コースの内訳は、Aコース73％ (11/15名 )、Bコー

ス 79％（19/24 名）、Cコース 81％（9/11 名）であった。

設問の１（図１）は、教育プログラムの受講理由を問う

ており、就職・転職・起業支援を主な理由に受講した者は

10 人（25％）しかいない。残りは、就職・転職・起業支援

（環境文化事業化ワークショップ）においても、「環境文化実

習」と同等の対策を講じるとともに、感染症の拡大がみられ

た時期においては、対面講義を取りやめ、オンラインで実施

する等の対応を行った。一方、事業実施委員会や就職・転職

支援委員会等の委員会についても、感染症感染予防の観点

から一部オンラインの会議に切り替えた。

５．奄美教育プログラムの評価と成果
（１）修了者に対して実施したアンケート調査
①アンケート調査の概要
令和 4 年 2月27日に本教育プログラムを修了した者を対

象にアンケート調査を3月1日～3月8日で実施した。アンケー

トの目的は、本教育プログラムに対する満足度と課題を明ら

かにすることであった。アンケート調査の質問項目は、下記に

示す内容であった。

を受講理由の一つ、もしくは弱い、あるいは理由ではない

と選択している。このことから就職・転職・起業支援では

ない理由から教育プログラムに今回参加した者が一定数い

ることがわかった。

【問 1】以下の科目は、奄美の「環境文化」を深く理解し、それらに付加価値を与え、地域資源として持続的に利
活用するためのマインド、並びに基本的な知識とスキルを身につける上で必要でしたか。（設問１～ 38）
【問 2】以下の科目は、奄美の「環境文化」の価値を高め、地域資源を生かしたビジネスプランを構想し、具体的
な事業計画を作成し、そのために必要な情報収集力と人的ネットワークの形成の獲得に必要でしたか。（設問１～
18）
【問３】以下の科目は、奄美の「環境文化」の価値を WEB 上で表現するために必要な考え方と姿勢を身につけ、
EC サイトの構築と運用ができるスキルを獲得するために必要でしたか。（設問１～ 20）
【問４】以下の科目は、WEB や ICT で情報発信を行う際に必要な奄美の「環境文化」に関する知識や事業マイ
ンドを身につけ、業務の外部発注や事業の遂行に必要な価値判断力を獲得するために必要でしたか。（設問１～
12）
【問５】以下の設問では、本教育プログラムがあなたの希望する就職・転職・起業等の就労・職業支援にどの程度
寄与したのかをお伺いします。（設問１～ 14）
【問６】本教育プログラム全般についてお尋ねします。（設問１～ 15）

本教育プログラムが、就職・転職・起業の支援を目的にしてい
たことは、あなたが受講しようと思った理由の大きさとして一
番合うものを一つ選んでください。

受講する理由ではなかった。

受講する理由としては弱かった。

受講する理由の一つであった。

受講する強い理由であった。
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図１ 教育プログラムを受講した理由と就職・転職・起業支援
n=39（人）

かごしま生涯学習研究－大学と地域  第 4 号（2023年 3 月）

沖永良部島会場
10 月 23 日～ 24 日

地元コーディネーター：新納忠人
瀬利覚集落の講師：朝戸武勝、名間、大平
世の主神社の講師：伊地知裕仁、桂 弘一、藤井
勝仁
国頭集落とソテツ利用の講師：佐々木鐵雄
若手・中堅経営者：吉成泰恵子、釜 ゆきみ、地
下智隆
沖永良部芭蕉布施設の講師：長谷川千代子
住吉暗川の講師：西 直実

喜界島会場
11 月 6 日～ 7 日

地元コーディネーター：外内 淳
喜界町埋蔵文化財センター講師：野崎 拓司
阿伝集落の講師：武田 秀伸、平田 久成、本島 
和則
喜界島サンゴ礁科学研究所講師：駒越 太郎
若手・中堅事業者：喜禎浩之、杉俣紘二朗、宮
本一徹、甲原和憲
志戸桶集落の講師：浜崎 良子、南 てる子、菅沼 
節江
伊砂集落グローリー牧場の講師：栄 常光

与論島会場
11 月 13 日～ 14 日

地元コーディネーター：南 勇輔
与論民俗村の講師：菊 秀史、菊凛太郎
按司根津栄、地主神社・琴平神社講師：市来大幸、
沖 道成
若手・中堅事業者：池田香菜、池田佳、本園秀
幸
ベテラン事業者：本園金盛、麓 才良
与論城・集落の講師：南 勇輔、麓 才良

徳之島会場
11 月 27 日～ 28 日

地元コーディネーター：池村 茂
母間集落講師：漆山 税力、米原 稔、満田秀博、
池村 茂
国史跡カムィヤキ陶器窯跡の講師：安田未来
兼久集落の講師：具志堅亮
若手・中堅事業者・学芸員・高校生：林栄作、
安田未来

（５）新型コロナウィルス感染症感染予防の観点
奄美教育プログラムは、新型コロナウィルス感染症拡大の

下で実施された。記録を残す目的で、感染症予防の観点から

配慮したことについて整理しておく。

まず、奄美教育プログラムは、a) 講義、b) 討議、c) 実地研修・

ワークショップの 3つより構成されている。このうち、a)とb)

については、一部の講義を除き、すべてオンラインで実施し

たことにより、新型コロナウイルス感染症に感染するリスクを

回避に努めた。実地研修のうち、共通科目の「奄美環境文化

実習」は、10月初旬から11月下旬にかけて奄美群島の 5つ

の島で 2日間連続で実施したもので、感染症の予防の観点か

ら各実習を定員30 名とし、50 名を超える希望者のあった奄

美大島での実習では、同じ内容のプログラムを平日と休日の 2

回に分けて実施した。実習の参加にあたって受講生には、下

記の点について周知した。
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本教育プログラムの継続を求める理由を自由記述で確認す

ると、次に挙げるキーワードを特徴として示すことができる。

「学習機会」、「体系的な学び」、「知識とネットワーク」、「仲

間」、「講師」である。

表現は異なるが、「奄美群島を俯瞰してみることができ、各

島のことも知れる場は他にないので島出身の方々にもおすすめ

したいです。群島を通して受講者の皆様と知り合えることはと

ても良い機会だと思います。」とあるように、島出身か Iターン

者かを問わず、「このように他の島を意識的に捉える機会」が

これまでになく、「地元の公立大学である鹿児島大学が担うべ

き役割」と評価している。

学びの内容に関しては、「奄美の歴史、文化、自然について

体系的にまなべる」ことや「奄美群島に関する正確かつ多角

的な知識が得られる」ことを評価する一方で、「集落の方の案

内で、生活圏に立ち入らせていただけること」、すなわち「フィー

ルドワークが最大の魅力」と指摘する声も聞かれた。また、「深

い知識と熱い想いをもった魅力的な講師陣と出会えること」や

「群島全域に、面白いことをされている、しようとしている方々

とのご縁ができること」を挙げ、学びの成果を「各シマ・島の

独自性を生かし、地元の方 と々繋がりながら持続可能な事業

あなたは、本教育プログラムが今後も継続していくことを希望
しますか。あるいは、他の人に受講を進めたいと思いますか。
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修了後も、フォローアップ講座が開催された場合、あなたは受
講したいと思いますか。
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図５ 本教育プログラムの継続することに関する希望の有無

図６ フォローアップ講座への参加希望の有無

を展開するヒントが多く得られる。奄美群島内外の、同じ目的

を持った人たちとの繋がりが得られる。ともに島のよりよい未

来づくりを考える仲間ができる。」ことに求める者も多数みら

れた。

（２）事業実施委員会による成果検証
第 2回事業実施委員会で、奄美教育プログラムの成果検証

を行った。その席で委員より寄せられた意見を記しておく。

①教育プログラムに参加した委員のコメント
・Aコースの発表会に参加したが、大変充実した内容という印

象を受けた。本田委員と福留委員のコメントも的確で、非常に

充実したプログラムとなった。Cコースには行政担当者の参加

もあり、受講生は行政とのつながりもできた。さらに同窓会が

出来ることで地域ネットワークが構築されるなど、今後も期待

できる大変素晴らしいプログラムになった。地域に対する大学

の社会貢献は非常に大きい。これまでは教員が個々に研究成

果を展開することはあったが、今回のように大学がまるごと地

域に入ってリカレント教育を進めることは大変意義のある地域

貢献活動だったと思う。

・発表会に参加させていただき、プログラムの出口の部分を

拝見した。関わりとしては断片的だったが、皆かなり真剣に取

り組んだ結果が垣間見えた。小栗准教授の説明ではモチベー

ションがあったのに仕事の関係で断念せざるを得なかったと

のことだったが、同窓会等もあるので今後のフォローも必要で

はないかと感じた。

・出口の部分で今後の支援ができればよい。奄美群島振興開

発基金としてもありがたいプログラムだった。実習にも参加し

たが、環境文化を付加価値化する、という意味が分かった。

②今後の就職・転職・起業支援に関する委員のコメント
・メンバー間でも起業化の進捗状況は大きく違っていた。実際

の起業化になると法制度や資金の問題などたくさんの課題が

ある。プランはあくまでプランで、個々のブラッシュアップやメ

ンバー間でのブラッシュアップなど、内部メンターやあるいは外

部の方をメンターとして島へ呼ぶことでさらなるフォローアップ

を行えればよいと思う。

・同窓会というネットワークが構築できたことが大きい。商工

会議所としては、ネットワークを通じた情報提供を行いたいと

いう側面もある。このプログラムで色々なアイデアを獲得され

た受講生が開発基金や商工会議所を通じて事業化までつな

がっていけたらよいと考えている。
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本教育プログラムは、あなたの就職・転職・起業等の就労支援
としてどの程度役に立ちましたか。すでに就業済みの方は、職
務上役立つことがあったかについて答えてください。
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図２ 就職・転職・起業等の就労支援に役立つ教育プログラム
だったか

図３ 科目数と全体の時間数の評価

図４ 講義形態の評価

次に、設問９では、本教育プログラムが就職・転職・起業

等の支援にどの程度役にたったのかを尋ねたところ図２の結

果となった。

この結果をみると、37人（95％）の者が大いに役に立った、

もしくは、役に立ったを選択した。

また、本教育プログラムが役に立ったことに関する自由記述

をみてみると、Ａコースの自由記述には、Ａコースの専門科目

に関しての言及が見られ、共通科目だけでなく専門科目も就

職・転職・起業等の就労・職業支援に寄与したことが伺える。

一方、Ｂコースについては、専門科目に対する言及が相対的に

少なく、「WEBコースについては、就職・転職・起業というより、

起業後のプロダクトをどうWEBを用いて展開していくかとい

うところにフォーカスが当たっているように感じました。また、

講義を通じてWEB 単独の仕事として就職・転職活動するに

は実務授業・授業のフィードバックがもっとあった方がいいと

感じました。」という指摘が見られる通り、Ｂコースの専門科

目のみでは、就職・転職活動に結びつけるには十分ではなかっ

たことが伺えた。

③教育プログラム全般に対する評価
次に、本教育プログラム全般に対する受講生の評価を【問

６】のアンケート結果に基づき考察する。【問６】の回答数は

38 名で回答率は 76％であった。各コースの内訳は、Aコース

66％ (10/15 名 )、Bコース 83％（20/24 名）、Cコース72％（8/11

名）であった。

まず、設問４（図３）は、本教育プログラムの科目数と全体

の時間数に関する評価であり、設問（図４）は、オンライン講

義と対面講義の組み合わせ、つまり、講義形態に対する評価

である。

回答結果をみると、科目数と全体の時間数については、

25 人（65％）の者がちょうどよいと回答し、7人（18％）

が多い・長い、6人（15％）が少ない・短いと回答している。

講義形態については、25 人（76％）が今回のままでよいと

答えている。人数の割合からみると今回実施した教育プロ

グラムの科目数や総時間数、講義形態については、総じて

好意的に受け止めてもらったことがわかる。ただし、異な

る意見が出されており、今後の検討材料にしていく必要が

あるだろう。なお、科目の内容に関する評価については、【問

１】～【問３】で詳しく聞いているが、今回は割愛する。

最後に設問 11（図５）と設問 13（図６）について確認

しておく。図５は、本教育プログラムの継続について質

問をしている。結果をみると継続することを希望する者

が 100％であることがわかる。図６は、修了者に対する

フォローアップ講座について質問している。結果は、35 人

（92％）がフォローアップ講座が開催されれば受講すると

回答している。以上の回答を見る限り、今回実施した教育

プログラムは、修了者より高い評価を得ていることが確認

できる。
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小栗　有子　奄美群島の社会人を対象にした奄美の〈環境文化〉教育プログラムの立ち上げと成果

本教育プログラムの継続を求める理由を自由記述で確認す
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表現は異なるが、「奄美群島を俯瞰してみることができ、各
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したいです。群島を通して受講者の皆様と知り合えることはと

ても良い機会だと思います。」とあるように、島出身か Iターン

者かを問わず、「このように他の島を意識的に捉える機会」が
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①教育プログラムに参加した委員のコメント
・Aコースの発表会に参加したが、大変充実した内容という印

象を受けた。本田委員と福留委員のコメントも的確で、非常に

充実したプログラムとなった。Cコースには行政担当者の参加

もあり、受講生は行政とのつながりもできた。さらに同窓会が
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果を展開することはあったが、今回のように大学がまるごと地

域に入ってリカレント教育を進めることは大変意義のある地域
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のことだったが、同窓会等もあるので今後のフォローも必要で

はないかと感じた。

・出口の部分で今後の支援ができればよい。奄美群島振興開

発基金としてもありがたいプログラムだった。実習にも参加し

たが、環境文化を付加価値化する、という意味が分かった。

②今後の就職・転職・起業支援に関する委員のコメント
・メンバー間でも起業化の進捗状況は大きく違っていた。実際

の起業化になると法制度や資金の問題などたくさんの課題が

ある。プランはあくまでプランで、個々のブラッシュアップやメ

ンバー間でのブラッシュアップなど、内部メンターやあるいは外

部の方をメンターとして島へ呼ぶことでさらなるフォローアップ

を行えればよいと思う。

・同窓会というネットワークが構築できたことが大きい。商工

会議所としては、ネットワークを通じた情報提供を行いたいと

いう側面もある。このプログラムで色々なアイデアを獲得され

た受講生が開発基金や商工会議所を通じて事業化までつな

がっていけたらよいと考えている。
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だったか
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次に、設問９では、本教育プログラムが就職・転職・起業

等の支援にどの程度役にたったのかを尋ねたところ図２の結

果となった。

この結果をみると、37人（95％）の者が大いに役に立った、

もしくは、役に立ったを選択した。

また、本教育プログラムが役に立ったことに関する自由記述

をみてみると、Ａコースの自由記述には、Ａコースの専門科目

に関しての言及が見られ、共通科目だけでなく専門科目も就

職・転職・起業等の就労・職業支援に寄与したことが伺える。

一方、Ｂコースについては、専門科目に対する言及が相対的に

少なく、「WEBコースについては、就職・転職・起業というより、

起業後のプロダクトをどうWEBを用いて展開していくかとい

うところにフォーカスが当たっているように感じました。また、

講義を通じてWEB 単独の仕事として就職・転職活動するに

は実務授業・授業のフィードバックがもっとあった方がいいと

感じました。」という指摘が見られる通り、Ｂコースの専門科

目のみでは、就職・転職活動に結びつけるには十分ではなかっ

たことが伺えた。

③教育プログラム全般に対する評価
次に、本教育プログラム全般に対する受講生の評価を【問

６】のアンケート結果に基づき考察する。【問６】の回答数は

38 名で回答率は 76％であった。各コースの内訳は、Aコース

66％ (10/15 名 )、Bコース 83％（20/24 名）、Cコース72％（8/11

名）であった。

まず、設問４（図３）は、本教育プログラムの科目数と全体

の時間数に関する評価であり、設問（図４）は、オンライン講

義と対面講義の組み合わせ、つまり、講義形態に対する評価

である。

回答結果をみると、科目数と全体の時間数については、

25 人（65％）の者がちょうどよいと回答し、7人（18％）

が多い・長い、6人（15％）が少ない・短いと回答している。

講義形態については、25 人（76％）が今回のままでよいと

答えている。人数の割合からみると今回実施した教育プロ

グラムの科目数や総時間数、講義形態については、総じて

好意的に受け止めてもらったことがわかる。ただし、異な

る意見が出されており、今後の検討材料にしていく必要が

あるだろう。なお、科目の内容に関する評価については、【問

１】～【問３】で詳しく聞いているが、今回は割愛する。

最後に設問 11（図５）と設問 13（図６）について確認

しておく。図５は、本教育プログラムの継続について質

問をしている。結果をみると継続することを希望する者

が 100％であることがわかる。図６は、修了者に対する

フォローアップ講座について質問している。結果は、35 人

（92％）がフォローアップ講座が開催されれば受講すると

回答している。以上の回答を見る限り、今回実施した教育

プログラムは、修了者より高い評価を得ていることが確認

できる。
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１．シンポジウムの開催趣旨
鹿児島大学では、平成 16 年の大学法人化以降、現在の高

等教育研究開発センター生涯学習部門の前身である旧生涯学

習教育研究センターを中心に、公開講座、公開授業、履修証

明プログラムなどの制度を整備し、総合学部の強みを生かし

た社会人の多様な学びの機会を広げてきた。平成 25 年には、

青年期の教育とともに、成人を対象とした教育に取り組むこと

を宣言した、日本で初めてとなる「大学生涯学習憲章」を制

定した。

本学は現在、「南九州から世界に羽ばたくグローカル教育研

究拠点・鹿児島大学」を目指し、昨年からスタートした本学

の第 4 期中期目標・中期計画期間（令和 4 年度～令和 9 年度）

において、基本目標として地域・産業界と連携し、地域課題

に応じたリカレント教育プログラムの充実を掲げた。

また、中期計画には、奄美地域を含む離島・へき地の教育

機会の格差を是正し、南九州・南西諸島域の地域課題やニー

ズに対応する人材の確保とその能力向上のために、産学官民

が連携・協働して社会人向けの教育プログラムを開発し、地

域産業の発展や住民福祉あるいは環境文化の創造に資する

教育機会を創出することとしている。また同時に、地域社会

及び地域住民の潜在的な高等教育に対するニーズに対応する

ため、学士・学位課程における正課の一部を取り入れた地域

活性化を担う人材を育成することとしている。

以上の目標・計画の実現に向けて、本学のリカレント教育を

テーマにシンポジウムを今回初めて企画することにした。第 3

期までの本学の実績を踏まえると、今後はリカレント教育にお

ける産学官民の連携・協働を一層強化していくことが求めら

れる。そこで第 1 回目のシンポジウムでは、本学のこれまでの

実績を確認しながら、リカレント教育の現状と課題について学

内外の関係者・関係機関の方 と々共有することを目的に開催し

た。

また、シンポジウムに文部科学省からリカレント教育を担当

する課長を招聘するにあたって、シンポジウム終了後に、本学

で履修証明プログラムを実施する教職員集団との意見交換の

場を非公開で実施することも企画した。

２．シンポジウムの概要
シンポジウムでは、最初に文部科学省総合教育政策局生涯

学習推進課長の神山弘氏より施策説明「リカレント教育（社会

人の学び直し）～今、大学に求められるもの～」をお話いた

だき、つづいて本学の法文学部法経社会学科・小栗有子（筆

者）より「鹿児島大学のリカレント教育と奄美教育プログラム」、

農学部農林環境科学科・枚田 邦宏教授より「林業生産専門

技術者養成プログラムの現在と将来」について報告を行った。

パネルディスカッション「かごしまのリカレント教育の課題と

展望」では、枚田邦宏教授がコーディネーターを務め、神山

弘氏、岩井久理事（企画・社会連携担当）、武隈晃理事（教

育担当）、小栗有子がパネリストとして、そして、奄美教育プ

ログラムの関係者である奄美群島広域事務組合・管理者（奄

美市長）の安田壮平氏、第 1 期奄美〈環境文化〉教育プログ

ラム修了生である旅友 Tokunoshima の常 加奈子氏、林業生

産専門技術者養成プログラム修了生である ( 有 ) うすき林業

の後藤裕輔氏、Link 代表の岩井太志氏がコメンテーターとし

て登壇した。なお、岩井氏は、林業生産専門技術者養成プ

ログラム修了後に大学院に進学した立場として登壇頂いた。

シンポジウムの概要は、表 1 に示す通りである。

令和４年度　第１回鹿児島大学リカレント教育シンポジウム報告

法文学部 兼 高等教育研究開発センター生涯学習部門　小栗　有子

元高等教育研究開発センター生涯学習部門特任専門員　中村　朋子

令和４年度　第１回鹿児島大学リカレント教育シンポジウム報告

小栗有子（高等教育研究開発センター生涯学習部門・法文学部）

中村朋子（高等教育研究開発センター生涯学習部門特任専門員）
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・SNSグループを通じて色々な創業支援ができればよいと考

えている。つながりはあるが、それぞれの受講生から特徴ある

アイデアや専門分野につながれば、より総合力が出ると思うの

で、そこを大学側がフォローできればよいと思う。

③教育プログラムの今後の継続性に関する委員のコメント
・これで終了はもったいない。何らかのフォローができればよ

い。

・予算とマンパワーが現実的に一番の課題だが、これで終わり

は無責任に感じる。継続は必要だが方策を考えていかなけれ

ばならない。

・奄美でこのような充実した講座を実施してもらったことにま

ずは感謝申し上げる。自治体の実施する講座が短期的なもの

であることが分かった。これからの実施主体も大学を含めて

検討しなければならない。政策的にも参考にさせていただい

た。

・地方の国立大学として地域活性化に貢献しなければならな

い。佐野学長もALL鹿児島で奄美に対してどういった取り組み

を行うかを考えられていると思う。大学の奄美への貢献として

は非常に大きいものだったと感じている。大学全体として奄美

にどう関わっていくか、戦略的にどう取り組んでいくかを検討

してもらいたい。

おわりに
令和 3 年度の奄美教育プログラムは、文科省の事業スキー

ムに基づくものであったため、就業形態に応じた知識とスキル

の習得を目指し、着実に就職・転職・起業ができるように支

援を行うことが求められた。そこで、２つの出口を想定して、

A）起業家コースとB）Webデザインコースを設定した。事後

のアンケート結果を踏まえると、Ａ）起業家コースのカリキュラ

ムは、ある程度目的に応える内容だったと評価できるが、Ｂ）

Webデザインコースのカリキュラムについては、改善の余地が

示唆された。

一方、本教育プログラムは、就職・転職・起業の支援を前

面に打ちだして応募したものの、必ずしも就職・転職・起業す

ることを求めずに受講した者が一定数いたことや、就職・転職

よりも起業を志向する者が予想に反して多かったという特徴が

みてとれた。また、特別枠として設定した就職・転職・起業を

目的としないＣ）事業主・行政職コースのニーズも高かった。

つまり、プログラムの入り口の段階から、「就業形態に応じた

知識とスキルの習得を目指す」者が、必ずしも応募・受講し

たわけではなかった。

冒頭で述べた通り、当該事業を構想するにあたり、事前に

地元自治体や産業関係団体等にニーズ調査を実施した。その

結果、産業育成や仕事に直結する知識やスキルよりも、そも

そも「奄美らしさ」とは何なのか、「奄美らしさ」を生かした

島づくりをしたいということが共通の願いとして浮かび上がっ

た。このことは、文科省のスキームの前提にある就職・転職・

起業という目的を超えて、あるいは、その前段階のところで奄

美群島民の求める大切な学習ニーズがあったと考えることがで

きる。このようなニーズを与して開発・実施したのが奄美教育

プログラムであったため、受講希望者の傾向や受講者の特性

に影響を与えた可能性はある。

文科省の用意した事業メニューのなかで、本学は、地域の

実情に応じたコースとして（ｃ）コースを選択した。その理由は、

文科省が設定した事業のスキームに規定されながらも、プロ

グラムの対象地域（奄美群島）の自立的発展に必要な社会人

の学びとは何かを探求したいと考えたからだった。とはいえ、

学習ニーズがどこにあり、またそれに応じるプログラムを開発・

実施できるかは、正直実際にやってみないとわからない。より

正確に言えば、受講生を含む関係者と一緒に試行錯誤しなが

ら作っていくほかない。すでに 3 年目を迎えた奄美教育プロ

グラムが、ここまで続いてきた大きな要因には、修了生や事業

に関与した事業実施委員会委員等の声が後押しになったこと

は間違いない。

奄美群島の地理的条件を考えれば、「オンラインによる学

び」という技術の進歩と社会への浸透が伴わなければ、奄美

群島の島 と々県本土に立地する本学を繋ぐ今回のプログラム

の開発・実施は、まず無理だったろう。また、「就職・転職・

起業支援」を謳わなければ、若手・勤労世代とつながり、新

たなネットワークが形成されていくこともなかったかもしれな

い。新型コロナウィルス感染症というパンデミックが、偶然に

も引き起こした新たな学びの創出機会を今後とも大切に育て

ていきたい。
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